
令和７年度 「10歳若返り」の取組みの方向性 資料２

⚫ 「10歳若返り」は、大阪・関西万博を契機にスタートしたプロジェクト。2025年に向け、「いのち輝く未来社会のデザイン」

という万博のテーマの理念を先取りした取組みを進めてきた。

⚫ 令和７年度は、万博のテーマを体現したこれまでの取組みを、まさに万博の場で発信することをめざす。

プロジェクト

推進事業

・先端技術体験イベント

・シニア世代向けプログラム

【予算：24,000千円】

◆万博会場における「10歳若返り」プロジェクトの出展（予定）
令和６年度

発信事業

・YouTube動画制作

・キャンペーン実施

・ブース出展 等

【予算：15,000千円】

令和７年度の実施内容（案）

【出展概要】

①センシングやAI、VRなどの先端技術を活用した未来のヘルスケア体験
・ 会場内で10前後の次世代ヘルスケアのサービス・技術を配置
・ 来場者が自身の健康・身体状況を手軽に知り、 健康づくりに先端技術を活用できる
時代・未来の到来を実感いただく。

②これまで連携してきた企業・団体等の取組み展示
・ 映像やパネルにより「10歳若返り」に向けて多様な選択肢があることを提示し、来場者の
実践を促す。

【日程】 令和７年７月

【場所】 ギャラリーWEST（総面積600㎡）

加えて、上記の催事をはじめ、これまでの取組みを総ざらいで発信
・ 万博会場での出展に関する広報・発信

・ これまでの府の取組みや連携してきた企業等の取組みを総ざらいで発信

（年間を通じたSNS発信、成果集となるリーフレット作成 等）

※府内の自治体が催事を行う「大阪ウィーク」のプログラムの１つとして実施

（リーフレットイメージ）


